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　福井工業大学（以下、「本学」という。）大学院工学研究科（以下、「工学研究科」という。）

は、応用理工学専攻と社会システム学専攻の2専攻で構成され、それぞれの専攻に博士前

期課程（標準修業年限2年）と博士後期課程（同3年）からなる博士課程が置かれている。

各専攻には複数のコースが設けられ、博士前期課程では主として高度専門職技術者の

養成、博士後期課程では主として研究者の養成に重点を置いている。工学研究科では、

学校法人金井学園の「建学の精神」に基づき、専攻・課程のディプロマ・ポリシー（修了

認定・学位授与の方針）に定めた学修目標と人材育成を達成できる潜在的な能力を有し

た学生を求めて、コース毎にアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）を定め

ている。工学研究科では、推薦選抜、一般選抜、社会人選抜など複数の方式の選抜を実

施してアドミッション・ポリシーにふさわしい多様な人材を受け入れる。工学研究科の

特色ある教育研究を通して、21世紀の知識基盤社会において国内外で活躍し、人類社会

の福祉と発展に貢献することのできる人材を育成する。

福井工業大学大学院工学研究科	アドミッション・ポリシー

福井工業大学大学院工学研究科	組織

電気電子情報工学コース
宇宙情報科学コース
機械工学コース
環境生命化学コース
原子力技術応用工学コース

工学研究科

応 用 理 工 学 専 攻

社会システム学専攻

博士課程
博士前期課程
博士後期課程

博士課程
博士前期課程
博士後期課程

土木工学コース
建築学コース
デザイン学コース
経営情報学コース
スポーツ健康科学コース
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大　学　院　教　育　課　程

博士前期課程コースワークの概要

授業科目

２専攻共通科目

各専攻の専門分野科目

全コース共通専門科目 コース専門科目コース間共通専門科目

・専門英語特別演習Ⅰ･Ⅱ
・応用数学特論Ⅰ・Ⅱ
・職業と倫理
・科学技術政策特論

応用理工学専攻  社会システム学専攻
 ・エネルギー変換特論   ・プロジェクトマネジメント特論
 ・材料・デバイス特論   ・情報工学特論
   ・サスティナブルデザイン特論

博士後期課程コースワークの概要

博士前期課程
　広い視野に立って精深な学識を修め、専門分野における理論と応用の研究能力又は
高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。
  （大学院学則 第１章総則 第３条）

博士後期課程
　専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と、
その基礎となる豊かな学識を養うものとする。  （大学院学則 第１章総則 第４条）

授業科目
２専攻共通科目

コース専門科目

・大学教員養成セミナー（プレFD）

・特別ゼミナールⅠ
・特別ゼミナールⅡ
・特別ゼミナールⅢ
・特別ゼミナールⅣ
・特別ゼミナールⅤ
・特別ゼミナールⅥ
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応
用
理
工
学
専
攻

博士前期課程

電気電子情報工学、宇宙情報科学、機械工学、環境生命化学、原
子力技術応用工学の５コースを設置し、以下のような各コースの
専門分野の教育並びに研究を行い、広い視野と高度な専門知識・
技術、新しい問題提起とその解決能力を備えた創造性豊かな人材
を養成する。各コースの専門分野は、以下の通りである。
（電気電子情報工学コース）
   電力工学、電子材料・デバイス工学、物性工学、制御工学、
コンピュータ情報工学、人工知能

（宇宙情報科学コース）
   宇宙環境科学、地球環境計測工学、衛星通信工学、
  情報処理工学
（機械工学コース）
   材料工学、振動工学、流体工学、熱工学、機械システム工学
（環境生命化学コース）
   応用化学、環境科学、材料科学、応用生物学、生命科学、
  生体工学
（原子力技術応用工学コース）
  原子力工学、原子力発電工学、放射線応用工学

博士後期課程

電気電子情報工学、宇宙情報科学、機械工学、環境生命化学、
原子力技術応用工学の５コースにおける専門分野の教育並びに
研究を行い、基幹あるいは先端理工学分野における目覚しい科
学・技術の発展に対応できる専門知識と応用能力、研究能力を
備えた人材を養成する。

社
会
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

博士前期課程

土木工学、建築学、デザイン学、経営情報学、スポーツ健康科
学の５コースを設置し、各コースの専門分野の教育並びに研究
を行い、広い視野と高度な専門知識・技術、新しい問題提起とそ
の解決能力を備えた創造性豊かな人材を養成する。各コースの
専門分野は、以下の通りである。
（土木工学コース）
   土木計画学、環境工学、地盤工学、構造工学、防災工学
（建築学コース）
   建築論・計画・設計、伝統木造建築、建築構造工学、建築環境・設備
（デザイン学コース）
   生活創造科学、生産・環境デザイン学、情報・伝達デザイン学
（経営情報学コース）
   経営学、政策科学、情報科学、データサイエンス
（スポーツ健康科学コース）
   スポーツ科学、健康科学

博士後期課程

土木工学、建築学、デザイン学、経営情報学、スポーツ健康科
学の５コースにおける専門分野の教育並びに研究を行い、建築
や社会基盤の計画・調査・設計・施工・維持管理、デザインによる
生活文化や生産・環境・情報の価値創造、プロジェクトマネジメ
ント、望ましい情報社会の構築、科学的根拠に基づく運動指導
及びスポーツ産業の発展に貢献できる専門知識と応用能力、研
究能力を備えた人材を養成する。

各専攻の人材の養成及び教育研究上の目的
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日本の国籍を有しない者かつ出身学校（日本語学校含む）の学校長、指導教員ま
たはそれに準ずる者からの推薦のある者で、次の各号のいずれかに該当する者
（1）  学校教育法第83条に定める大学を卒業した者および令和8年3月31日までに

卒業見込みの者
（2）  学校教育法第104条第4項の規定により学士の学位を授与された者および令

和8年3月31日までに授与される見込みの者
（3）  外国において、学校教育における16年の課程を修了し、学士号を取得した

者および令和8年3月31日までに取得見込みの者
（4）  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修すること

により当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者および令和8年
3月31日までに修了見込みの者

（5）  我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育にお
ける16年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該
外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大
臣が別に指定するものの当該課程を修了した者および令和8年3月31日まで
に修了見込みの者

（6）  外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況につい
て、当該外国の政府または関係機関の認証を受けた者による評価を受けた者
またはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）
において、修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校
が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該
課程を修了することおよび当該外国の学校教育制度において位置付けられた
教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを 
含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者および令和8年 
3月31日までに授与される見込みの者

（7）  文部科学大臣の指定した者
（8）  本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等

以上の学力があると認めた者で令和8年3月31日までに22歳に達する者

ただし、出願資格（8）による出願希望者は、事前に出願資格の審査を行うので、 
次の必要書類を個別入学資格審査（※）受付期間内に福井工業大学 入学センター 入
試広報課に提出してください。

1.	募集人員

2.	出願資格

専　　攻 コ　ー　ス 募集人員

応 用 理 工 学 専 攻

電気電子情報工学コース

若干名
宇宙情報科学コース
機械工学コース
環境生命化学コース
原子力技術応用工学コース

社会システム学専攻

土木工学コース

若干名
建築学コース
デザイン学コース
経営情報学コース
スポーツ健康科学コース

令和8年度 福井工業大学大学院工学研究科
博士前期課程 私費外国人留学生推薦選抜入学試験要項
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なお、郵送の場合は簡易書留の速達としてください。提出書類をもとに出願資格
審査を行い、審査結果を本人宛に通知します。

  ①入学試験出願資格認定審査申請書（本学大学院所定の用紙）
  ②履歴書（本学大学院所定の用紙）
  ③志望理由書（本学大学院所定の用紙）
  ④ 志望専攻・コースおよび希望する研究分野・内容（本学大学院所定の用紙）
  ⑤研究業績報告書
  ⑥最終出身学校の成績証明書
  ⑦最終出身学校の卒業（修了）証明書または卒業（修了）見込証明書
  ⑧住民票
  ⑨パスポートの写し
  ⑩在留カードの写し
  ⑪出身学校（日本語学校含む）からの推薦書
    提出先  〒910-8505 福井市学園3丁目6番1号 福井工業大学 入学センター 入試広報課

口述試験（プレゼンテーションを含む）の結果および出願書類により総合的に選
抜します。なお、口述試験は、複数の試験員により学力試問を行います。

3.	選抜方法

試験区分 出願期間（締切日消印有効） 試　　験　　日

Ⅰ　期 令和 7 年 8 月 1 日（金）～
令和 7 年 8 月22日（金） 令和 7 年 9 月 5 日（金）

Ⅱ　期 令和 7 年12月 8 日（月）～
令和 8 年 1 月 8 日（木） 令和 8 年 1 月24日（土）

（1） 試験日程

試験区分 受付期間（締切日消印有効） 審査結果発表

Ⅰ 期 令和 7 年 6 月16日（月）～
令和 7 年 7 月 4 日（金）

令和 7 年 7 月22日（火）までに
本人宛通知

Ⅱ 期 令和 7 年11月10日（月）～
令和 7 年11月25日（火）

令和 7 年12月 5 日（金）までに
本人宛通知

審査の結果、出願資格の認定を受けた者は、「4. 出願手続」に基づき、出願期間
内に出願手続を行ってください。

※個別入学資格審査日程

（2）試験科目

※プレゼンテーション資料は日本語または英語で作成すること。

口述試験

・ プレゼンテーション約10分間ならびにその内容と専門知識に
関する口頭試問とする。
・ プレゼンテーションはこれまでの研究内容 （卒業論文・卒業
研究の内容、これらの進捗状況を含めてもよい） および博士
前期課程での研究計画等に関する内容とする。
・ 試験日当日は資料 （様式任意） ５部を持参すること（デザイ
ン学コース志願者は、資料を作品ポートフォリオに代え、プレ
ゼンテーションを行うことができる）。
・ パソコンを使用する場合は事前に福井工業大学 入学センター  
入試広報課（フリーコール ０１２０－２９１－７８０）に連絡すること。
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（4） 試験会場
　　福井工業大学　福井キャンパス　（福井市学園3丁目6番1号）

（1） 出願書類
   次の出願書類を、本学大学院所定の封筒に入れ、定められた期間内に提出し
てください。郵送の場合は、簡易書留の速達にしてください。

  持参の場合：受付時間
  　平日：９時～17時
　　　（土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（令和7年12月26日㈮～令和8年1月5日㈪）を除く）
  提出先  〒910-8505 福井市学園3丁目6番1号 福井工業大学 入学センター 入試広報課

（2） 入学検定料　　　２５，０００円
  ① 本学所定の振込用紙により金融機関または福井工業大学出納窓口で納入し

てください。
  　 一部の金融機関においては、本学所定の振込依頼書を使用することができ

ない場合があります。その場合、金融機関所定の振込依頼書を使用し、手
続をしていただき、本学所定の振込依頼書の領収書および（志願票貼付用）
検定料払込受付証明書に銀行日付印を押印したものをご提出ください。

  ② 納入時に発行される「検定料払込受付証明書」に金融機関または本学の振込受
付印が押印されていることを確認の上、副票の所定欄に貼付してください。

4.	出願手続

※ 個別入学資格審査により出願資格の認定を受けた者は、①～⑩のうちの 
①「入学志願票」、②「受験票・写真票・副票」、③「履歴書」を提出してください。

出願書類 摘　　　　　要
① 入学志願票 本学大学院所定の用紙。

② 受験票・写真票・副票

本学大学院所定の用紙。
写真票には、出願前３ヶ月以内に撮影した、
上半身、脱帽正面向き、縦 4cm×横 3ｃｍ
の写真（裏面に氏名を記載）を貼付。
副票には検定料払込受付証明書を貼付。

③ 履歴書 本学大学院所定の用紙。
④  最終出身学校の卒業（修了）証明
書または卒業（修了）見込証明書 出身学校にて作成のもの。

⑤ 最終出身学校の成績証明書 出身学校にて作成のもの。

⑥ 住民票
市区町村窓口で交付された原本を提出。  
（志願者本人の国籍・在留資格・在留期間
が記載されているもの）

⑦ パスポートの写し
顔写真・氏名および旅券番号・発行年月日
が記載されているページをＡ４サイズの用紙
にコピーしたもの。

⑧ 在留カードの写し
顔写真・氏名および在留資格・在留期間が
記載されている面をＡ４サイズの用紙にコ
ピーしたもの。

⑨  志望専攻･コースおよび
  希望する研究分野･内容 本学大学院所定の用紙。

⑩  出身学校（日本語学校含む）
  からの推薦書 出身学校にて作成のもの。

（3） 試験時間割

受験上の注意 口述試験

９：３０～ ９：４０～

※口述試験開始から20分以上の遅刻は認めません
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（1）  出願資格を満たさない場合および出願書類に不備がある場合は受理しません。
（2） 出願後の記載事項の変更はできません。
（3） 一旦提出された出願書類や入学検定料は返還しません。
（4）  受験および就学に際して、特別な配慮が必要となる障害がある場合は、出願

前に福井工業大学 入学センター 入試広報課（フリーコール 0120－291－
780）までご連絡ください。

　　※ 本学の入学試験において「障害がある」とは、「視覚障害、聴覚障害、肢
体不自由、内部障害および精神障害、発達障害等の障害があり、障害者手
帳を有する、または、その他何らかの個別支援を要し、その旨を示す診断
書等を有している状態」のことです。

（5）  入学決定後においても、出願書類等の記載が事実と相違することが発見され
た場合は、入学を取り消すことがあります。

（6）  試験日の３日前になっても受験票が届かない場合は、福井工業大学 入学セ
ンター 入試広報課までお問い合わせください。

（1）  試験日当日は、「受験上の注意」開始時間前までに受験者控室に入り、受験
番号の席に着席してください。

（2）  試験日当日は受験票を必ず持参し、指定された席の机上に提示してください。
忘れた場合は、試験開始前に申し出てください。

（3）  携帯電話・スマートフォンおよびこれに類するものは、受験者控室に入る前
にアラーム設定を解除し、電源を切ってかばん等にしまってください。また、
これらを時計の代わりとして使用することはできません。

（4）  入退室の際は受験票を携帯してください。
（5）  口述試験開始から20分以上の遅刻は原則認めません。ただし、試験当日の

公共交通機関の事故、災害等やむを得ない事情により口述試験開始時刻に到
着できない場合には、直ちに福井工業大学 入学センター 入試広報課（フリー
コール 0120－291－780）まで連絡してください。

（6）  口述試験が終了した人は、再び受験者控室には戻れません。
（7） 上ばきは不要です。

（1） 合格発表日
試験区分 合格発表日
Ⅰ　期 令和 7 年 9 月18日（木）
Ⅱ　期 令和 8 年 2 月 4 日（水）

（2） 合格発表方法
　①  受験者全員に合否通知書を入学志願票に記載された住所の本人宛に簡易書留
の速達で郵送します。なお、合否通知書は、合格発表日当日に発送しますので、 
地域により翌日以降の到着となります。

　② 電話等による合否に関する問い合わせには応じられません。
　③学内掲示は行いません。

試験区分 入学手続締切日（締切日消印有効）
Ⅰ　期 令和 7 年11月21日（金）
Ⅱ　期 令和 8 年 2 月13日（金）

※入学手続に関する詳細は23ページを参照してください。

大学院博士前期課程私費外国人留学生推薦選抜での入学予定者は、選考の上、学
納金を減免します。（私費外国人留学生奨学金）
詳細は24ページを参照してください。

5.	出願上の
	 注意事項

6.	受験上の
	 注意事項

7.	合格発表

9.	学費減免
	 奨 学 金

8.	入学手続
	 締 切 日
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日本の国籍を有しない者かつ出身学校（日本語学校含む）の学校長、指導教員ま
たはそれに準ずる者からの推薦のある者で、次の各号のいずれかに該当する者
（1）  修士の学位または専門職学位を有する者および令和8年3月31日までに取得

見込みの者
（2）  外国において、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者

および令和8年3月31日までに授与される見込みの者
（3）  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修

士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者および令和8年 
3月31日までに授与される見込みの者

（4）  我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教
育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定
するものの当該課程を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位
を授与された者および令和8年3月31日までに授与される見込みの者

（5）  文部科学大臣の指定した者

口述試験 （プレゼンテーションを含む） の結果および出願書類により総合的に選
抜します。なお、口述試験は、複数の試験員により学力試問を行います。

（1） 試験日程

1.	募集人員

2.	出願資格

3.	選抜方法

出願期間（締切日消印有効） 試　　験　　日

令和 7 年12月 8 日（月）～
令和 8 年 1 月 8 日（木） 令和 8 年 1 月24日（土）

令和8年度 福井工業大学大学院工学研究科
博士後期課程 私費外国人留学生推薦選抜入学試験要項

（2）試験科目

※プレゼンテーション資料は日本語または英語で作成すること。

口述試験

・ プレゼンテーション約10分間ならびにその内容と専門知識に関する口頭
試問とする。
・ プレゼンテーションはこれまでの研究内容 （博士前期課程での研究内容
を含めてもよい） および博士後期課程で行う予定の研究計画等に関する
内容とする。
・ 試験日当日は資料 （様式任意） ５部を持参すること（デザイン学コース
志願者は、資料を作品ポートフォリオに代え、プレゼンテーションを行う
ことができる）。
・ パソコンを使用する場合は事前に福井工業大学 入学センター 入試広報
課 （フリーコール０１２０－２９１－７８０） に連絡すること。

専　　攻 コ　ー　ス 募集人員

応 用 理 工 学 専 攻

電気電子情報工学コース

若干名
宇宙情報科学コース
機械工学コース
環境生命化学コース
原子力技術応用工学コース

社会システム学専攻

土木工学コース

若干名
建築学コース
デザイン学コース
経営情報学コース
スポーツ健康科学コース
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（4） 試験会場
  福井工業大学　福井キャンパス（福井市学園３丁目６番１号）

（1） 出願書類
   次の出願書類を、本学大学院所定の封筒に入れ、定められた期間内に提出し
てください。郵送の場合は、簡易書留の速達にしてください。

  持参の場合：受付時間
  　平日：９時～17時
　　　（土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（令和7年12月26日㈮～令和8年1月5日㈪）を除く）
  提出先  〒910-8505 福井市学園3丁目6番1号 福井工業大学 入学センター 入試広報課

（2） 入学検定料　　　２５，０００円
  ① 本学所定の振込用紙により金融機関または福井工業大学出納窓口で納入し

てください。
  　 一部の金融機関においては、本学所定の振込依頼書を使用することができ

ない場合があります。その場合、金融機関所定の振込依頼書を使用し、手
続をしていただき、本学所定の振込依頼書の領収書および（志願票貼付用）
検定料払込受付証明書に銀行日付印を押印したものをご提出ください。

  ② 納入時に発行される「検定料払込受付証明書」に金融機関または本学の振込受
付印が押印されていることを確認の上、副票の所定欄に貼付してください。

4.	出願手続

出願書類 摘　　　　　要
① 入学志願票 本学大学院所定の用紙。

② 受験票・写真票・副票

本学大学院所定の用紙。
写真票には、出願前３ヶ月以内に撮影した、
上半身、脱帽正面向き、縦 4cm×横 3ｃｍ
の写真（裏面に氏名を記載）を貼付。
副票には検定料払込受付証明書を貼付。

③ 履歴書 本学大学院所定の用紙。
④   博士前期課程（修士課程）修了
証明書または修了見込証明書 出身大学院において作成のもの。

⑤ 成績証明書 出身学校および博士前期課程（修士課程）
のもの。

⑥ 住民票
市区町村窓口で交付された原本を提出。 
（志願者本人の国籍・在留資格・在留期間
が記載されているもの）

⑦ パスポートの写し
顔写真・氏名および旅券番号・発行年月日
が記載されているページをＡ４サイズの用紙
にコピーしたもの。

⑧ 在留カードの写し
顔写真・氏名および在留資格・在留期間が
記載されている面をＡ４サイズの用紙にコ
ピーしたもの。

⑨  志望専攻・コース および
　 研究計画書 本学大学院所定の用紙。

⑩  博士前期課程（修士課程）に
　 おける研究概要 本学大学院所定の用紙。

⑪ 修士論文の写し 博士前期課程（修士課程）を修了した者は
提出してください。

⑫ 出身学校（日本語学校含む）
　 からの推薦書 出身学校にて作成のもの。

受験上の注意 口述試験
９：３０～ ９：４０～

（3） 試験時間割

※口述試験開始から20分以上の遅刻は認めません
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（1）  出願資格を満たさない場合および出願書類に不備がある場合は受理しません。
（2） 出願後の記載事項の変更はできません。
（3） 一旦提出された出願書類や入学検定料は返還しません。
（4）  受験および就学に際して、特別な配慮が必要となる障害がある場合は、出願

前に福井工業大学 入学センター 入試広報課（フリーコール 0120－291－
780）までご連絡ください。

　　※ 本学の入学試験において「障害がある」とは、「視覚障害、聴覚障害、肢
体不自由、内部障害および精神障害、発達障害等の障害があり、障害者手
帳を有する、または、その他何らかの個別支援を要し、その旨を示す診断
書等を有している状態」のことです。

（5）  入学決定後においても、出願書類等の記載が事実と相違することが発見され
た場合は、入学を取り消すことがあります。

（6）  試験日の３日前になっても受験票が届かない場合は、福井工業大学 入学セ
ンター 入試広報課までお問い合わせください。

（1）  試験日当日は、「受験上の注意」開始時間前までに受験者控室に入り、受験
番号の席に着席してください。

（2）  試験日当日は受験票を必ず持参し、指定された席の机上に提示してください。
忘れた場合は、試験開始前に申し出てください。

（3）  携帯電話・スマートフォンおよびこれに類するものは、受験者控室に入る前
にアラーム設定を解除し、電源を切ってかばん等にしまってください。また、
これらを時計の代わりとして使用することはできません。

（4）  入退室の際は受験票を携帯してください。
（5）  口述試験開始から20分以上の遅刻は原則認めません。ただし、試験当日の

公共交通機関の事故、災害等やむを得ない事情により口述試験開始時刻に到
着できない場合には、直ちに福井工業大学 入学センター 入試広報課（フリー
コール 0120－291－780）まで連絡してください。

（6） 口述試験が終了した人は、再び受験者控室には戻れません。
（7） 上ばきは不要です。

（1）  合格発表日
　　令和 8 年 2 月 4 日 (水)

（2） 合格発表方法
　①  受験者全員に合否通知書を入学志願票に記載された住所の本人宛に簡易書留
の速達で郵送します。なお、合否通知書は、合格発表日当日に発送しますので、 
地域により翌日以降の到着となります。

　② 電話等による合否に関する問い合わせには応じられません。
　③学内掲示は行いません。

令和 8 年 2 月13日 （金） （締切日消印有効）
※入学手続に関する詳細は23ページを参照してください。

大学院博士後期課程私費外国人留学生推薦選抜での入学予定者は、選考の上、学
納金を免除します。（大学院進学奨励奨学金）
詳細は24ページを参照してください。

6.	受験上の
	 注意事項

5.	出願上の
	 注意事項

7.	合格発表

9.	学費減免
	 奨 学 金

8.	入学手続
	 締 切 日
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（1）  合格者には合格通知書とともに「入学手続要項」を送付します。入学手続に関するすべての事
項は入学手続要項に従って行ってください。

（2） 入学手続を完了した者には、3月に入学許可書を送付します。

1.	入学手続方法

福井工業大学 入学センター 入試広報課
　　〒 910-8505　福井市学園３丁目６番１号　　TEL 0120-291-780（フリーコール）

3.	入学手続書類提出先

2.	入学手続上の注意事項
（1）  入学決定後においても提出書類の記載と相違する事実が発見された場合は、入学を取り消すこ

とがあります。
（2）  金融機関の窓口で10万円を超える現金での振込みを行う場合、振込みを行う人の本人確認書

類が必要となります。
（3）  必要な書類がすべてそろっていない場合は受付できないことがありますので、書類提出前に十

分に確認してください。
（4）  指定期日までに入学手続を完了しない場合は入学を辞退したものとして取り扱います。
（5） 一旦提出された書類は返還しません。
（6）  入学手続完了者のうち、令和8年3月31日までに本学所定の用紙で入学辞退手続を完了した 

場合、納入金を返還します。郵送の場合必着です。

4.	納 入 金
初年度納入金（各専攻共通）

　　　　　　　納　期
種　別　　　　　　　 前 期（入学手続時） 後 期 年　　額

授　 業　 料 320,000 円 320,000 円 640,000 円
設 備 充 実 費 85,000 円 85,000 円 170,000 円
実 験 実 習 費 20,000 円 20,000 円 40,000 円
厚 生 衛 生 費
（冷暖房費含む） 7,500 円 13,500 円 21,000 円

合　　　　計 432,500	円 438,500	円 871,000	円

①	上記の納入金以外に、委託徴収金（学生健康保険組合費、学生教育研究災害傷害保険料、学生
教育研究賠償責任保険料、学生証カード代等）として、博士前期課程で 13,430 円、博士後期
課程で 17,120 円が入学手続時に必要となります。
　※委託徴収金は内容および金額が変更となる場合があります。
②物価等の推移により学費を改定する場合もあります。
③入学金は不要です。
④ 金融機関の窓口で10万円を超える現金での振込みを行う場合、振込みを行う方の本人確
認書類が必要となります。

大学院工学研究科　入　 学　 手　 続
（博士前期課程および博士後期課程 共通）
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私費外国人留学生に関する奨学金制度

１．私費外国人留学生奨学金	
　博士前期課程において、大学院私費外国人留学生推薦選抜での入学予定者（「留学」の在留資格を
有する留学生で、国費外国人留学生以外の者とする）もしくは本学の大学院に在籍する私費外国人
留学生の初年度納入金について、経済的理由により就学が困難であり、本学での学習意欲を持つ者
に対し選考により、本学学納金と国立大学大学院標準額（授業料）との差額を減免します。
　年度末に学業成績等による継続審査を行います。継続条件を満たすことにより次年度も本学学納
金と国立大学大学院標準額（授業料）との差額を減免します。毎年度継続条件を満たせば、入学時
から最大２年間の学納金を減免します。
《継続条件》　次のすべてを満たすことを要件とします。
　　　　　　①１年修了時に 20単位以上修得していること。
　　　　　　② 担当教員又は指導教員との面談を毎学期末に行った上で推薦を受けており、継続 

して学業を修める意思が確認できること。

２．大学院進学奨励奨学金	
　大学院博士後期課程の入学予定者で、本学での学習意欲を持つ者に対し、選考により、初年度納
入金について学納金を全額免除する奨学金制度です。
《奨学金概要》　本学学納金100％免除
　　　　　　　※ 本学学部卒業または本学大学院博士前期課程を修了していない者は、初年度のみ

設備充実費（年額170,000円）を徴収いたします。
　　　　　　　　 学業成績等による継続審査を行います。研究指導教員の推薦を受けることが

できた場合、次年度も継続します。※委託徴収金は免除対象外です。

３．私費外国人留学生生活奨学金	
　本学大学院に在籍する私費外国人留学生の中から成績優秀者を奨学生として採用し、月額３万円
を給費します。ただし、申請年度内のみ適用となります。
《選考基準》　次のすべてを満たすことを要件とします。
　　　　　　①前学期までの成績GPA評価 3.50 以上
　　　　　　　※ 博士前期課程１年次は学部の成績GPA評価、２年次以降は１年次の成績GPA

評価を対象とする。
　　　　　　　※ 博士前期課程で、他大学又は社会人等から本学大学院に入学したものについて
　　　　　　　　は、２年次からの適用とし、１年次の成績GPA評価を対象とする。
　　　　　　②担当教員または指導教員から推薦を受けた者

－ ＝
福井工業大学大学院

通常額
学納金　871,000 円

初年度
減免額

国立大学大学院
標準額

授業料　535,800 円

年額
335,200 円
　　　を減免

〈参考〉

福井工業大学  入学センター 入試広報課　　TEL 0120－291－780（フリーコール）

１．福井工業大学大学院入学試験について	

２．福井工業大学奨学金制度について	
福井工業大学  学務課　　TEL 0776－29－7867

お 問 い 合 わ せ 先
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応用理工学専攻・社会システム学専攻

コースとその専門分野の概要
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　電気電子情報工学コースでは、電力工学、電子材料・デバイス工学、物性工学、制御工学、コンピュータ情報工学、
人工知能の各分野の教育と研究を行い、エネルギー、半導体、デバイス、情報技術など広い領域で革新を続ける
電気電子情報工学に関して国内外で活躍することのできる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能
な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  電気電子情報工学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  電気電子情報工学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識および技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.   電気電子情報工学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   電気電子情報工学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用でき

る能力を備えている人
　３.   電気電子情報工学分野の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的

に活躍したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

アドミッション・ポリシー

電気電子情報工学コース
応用理工学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

電力工学 主な研究テーマ

　社会生活上、各種形態のエネルギーが不可欠であるが、輸送・制御・
取扱いの点で、電気エネルギーに優るものはない。環境・エネルギー関
連領域においても必須の技術である。この分野は、電力発生、新しいエ
ネルギー変換システム、輸送系統、電気機器、パワーエレクトロニクス、
制御工学などに関する研究を主題とする。

「核融合プラズマの計測・診断技術の開発」
「ハイパワーレーザー応用技術の開発」
「レーザー駆動量子源の開発」
「レーザーアブレーション応用技術の開発」

電子材料・デバイス工学 主な研究テーマ

　ダイオード、トランジスタから始まったエレクトロニクスは電子物性
の進展に伴い、ハード・ソフトの両面にわたってめざましく進歩した。
この分野に深く関連する電子材料、電子デバイス、電子回路、応用電子
機器、マイクロ波工学、超音波工学、オプトエレクトロニクス、マイク
ロエレクトロニクスなどに関する研究を主題とする。

「電子光学系の色球面収差補正器の研究」
「微分代数法を用いた電子光学系の収差解析」

物性工学 主な研究テーマ

　物質の構造を解明し、その性質を知ることが新時代における工学の第
一歩であり、新素材の発見や “ ものづくり ” の基礎となる。この分野は
量子力学、統計力学、熱力学、光物性、電気物性と電気材料論、プラズ
マ物性、レーザ物性などに関する基礎的なものを主題とする。

「 ミリ波～可視光レーザーを用いたセンシングおよび
物性評価」

制御工学 主な研究テーマ

　雑音が含まれるシステムの入力と出力の観測値から、そのシステムの
ダイナミックスを表現する数式モデルを建てる方法について研究する。
また、より正確で速くしかも環境の変化に頑健な制御を実現するための
アドバンストな制御方法について研究する。

「呼吸システムのモデリングとその人工呼吸への応用」
「産業プロセスにおける撹拌システム制御の研究」
「非接触給電システムを用いたゾーン加熱制御の研究」

コンピュータ情報工学 主な研究テーマ

　身の回りのあらゆる所にコンピュータが使用されるユビキタスネット
ワーク社会実現に向け、ハードウェアとソフトウェアの両面から総合的
な情報システム構築を目指した研究を行う。組込みシステムとそのモデ
リング技術、ヒューマンインタフェース、ディジタル信号処理、アルゴ
リズムなどについて研究する。

「非接触インタフェースの研究」
「群ロボットの協調アルゴリズム」
「安心・安全な分散システムのためのアルゴリズム」

人工知能 主な研究テーマ

　生成AI の応用を通じて、診察支援、カウンセリング支援、観光地推薦、
顧客サポートなどにおいて、精度向上と解釈性維持を同時に達成できる
かを探求する。この研究では、実世界データとの組み合わせにより、解
釈性を高め、多様な領域にわたる課題解決に役立てることを目指す。

「生成AI を用いた診断補助ツールの研究」
「生成AI を用いた対話型ケアボットの研究」
「 生成AI を用いた福井県の観光スポットのパーソナラ
イズ提案」
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宇宙環境科学 主な研究テーマ

　人類の重要な活動の場となっている地球近傍の宇宙空間の環境につい
て、プラズマ物理学の観点から教育・研究を行う。最初にプラズマ物理
学の基礎を習得し、その基礎に基づいて、太陽および惑星間空間の性質、
太陽と惑星の電磁気学的な関係についての研究を行う。

「電波干渉計を用いた木星オーロラ電波の研究」
「低コストな木星オーロラ電波観測システムの開発」
「銀河・銀河系の観測的研究」

地球環境計測工学 主な研究テーマ

　地球環境問題の解決のためには、地球環境を正確に計測することが必
要である。そのための重要な手段が人工衛星による環境計測である。あ
わらキャンパスに設置されている衛星データ受信システムを用いて得ら
れた衛星画像データから、地球環境に関する情報を抽出する手法につい
て研究する。

「 衛星リモートセンシングの農林水産業への応用に関
する研究」
「衛星画像を用いた環境モニタリングに関する研究」

衛星通信工学 主な研究テーマ

　人工衛星を日常的に利用する時代に入り、産業界からも衛星通信技術
を習得した学生への期待が大きい。あわらキャンパスに設置されている
衛星データ受信システムを用いて、衛星追尾技術、衛星通信技術、デー
タ復調・復号技術、データ処理技術等に関する教育・研究を実施する。

「 あわらキャンパス衛星通信システムを用いたスマート
な衛星運用に関する研究」
「ソフトウェアによる新しい送受信システムの開発」
「 あわらキャンパスアンテナ群の受信システムの研究
開発」
「 電波干渉計の開発およびフェーズドアレイシステム
の研究開発」

情報処理工学 主な研究テーマ

　宇宙および地球環境の計測に必要なデータ処理のアルゴリズムについ
て学ぶとともに、計算機を用いたデータ処理に用いられる解析方法の原
理および実際のプログラミングへの応用について理解した上で、電波天
文データ、衛星データあるいは地上観測装置により得られたデータから
必要な情報を抽出する手法について研究する。

「 衛星画像データ処理による土地利用分類の手法に関
する研究」
｢ 放射伝達モデルに基づく夜間屋外照明の夜空の明る
さに対する影響に関する研究｣
「 天文アーカイブデータと機械学習を用いた銀河研究」
｢ 異常検知システムの研究開発｣

　宇宙情報科学コースでは、宇宙環境科学、地球環境計測工学、衛星通信工学、情報処理工学の各分野の教育と
研究を行い、修得した宇宙空間の計測技術を地球環境の保全および各種産業の発展のためにグローバルな視点で
利活用できる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・研究
者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  宇宙情報科学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  宇宙情報科学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  宇宙情報科学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   宇宙情報科学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能

力を備えている人
　３.   宇宙情報科学分野の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活

躍したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

宇宙情報科学コース
応用理工学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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材料工学 主な研究テーマ

　金属、非金属材料の熱処理や表面処理などによる高強度・
高機能化と、新しい材料の創製、評価を行うとともに、各
種材料を製品に用いるために必要な技術開発に関する研究
を行う。

｢エネルギーリサイクル用高性能熱電変換材料の開発｣
｢化学的作用による砥粒加工の高性能化｣
｢その場TEMによるナノ炭素材料の構造と特性の解明｣

振動工学 主な研究テーマ

　機械システムに内在する複雑な振動および接触問題など
について、エッセンシャルモデルを構築し、それを力学系
理論あるいは有限要素法を用いて動力学解析することによ
り物理的メカニズムを解明する研究を行う。

「内部流による弾性送水管の非線形横振動」
「剛体架線とパンタグラフの衝突振動」
｢管内脈動流に起因した弾性送水管曲管部の面外振動｣

流体工学 主な研究テーマ

　流体の複雑な挙動や圧縮性流体における波動現象を解析
し、粘性や熱伝導性による散逸効果に起因する熱エネル
ギーと音響エネルギーの相互変換を応用した新しい熱機関
や冷凍機に関する研究を行う。

「境界層理論に基づく非線形波動現象の解明」
「共鳴器列の分散効果による衝撃波の抑制」
｢高次振動モードの抑制による熱音響自励振動の増幅｣

熱工学 主な研究テーマ

　熱流体における伝熱現象、作動流体の特性によるサイク
ル評価、燃焼制御、噴霧燃焼特性、排ガス成分と濃度に注
目した低減技術開発・環境への影響評価など熱機関関係の
新技術開発に必要な研究を行う。

「 生物資源由来燃料を用いたディ－ゼルエンジンの排ガス浄化」
「 スターリングエンジンの性能向上」
「自動車排ガスによる環境影響評価に関する研究」

機械システム工学 主な研究テーマ

　機械の基盤技術と制御・計測・ソフトウェア技術を融合
し、高性能・高信頼性な機器およびシステムの開発研究を
行う。

「RF-IDを応用した内燃機関の計測」
「フレイル型草刈システムの消費電力低減システムの構築」
「環状らせんクローラ機構を用いた月面掘削ロボットの開発」

　機械工学コースでは、材料工学、振動工学、流体工学、熱工学、機械システム工学の各分野の教育と研究を行
い、我が国が得意とする「ものづくり」をはじめ、あらゆる産業に関わりをもつ機械工学に関して国内外で活躍
することのできる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・
研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  機械工学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  機械工学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   将来、高度な専門性と倫理観を必要とされる職業を担い、地域社会あるいは国際社会で活躍したいという

意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  機械工学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   機械工学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能力を

備えている人
　３.   機械工学分野の技術者・研究者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活躍し

たいという意欲をもっている人

機械工学コース
応用理工学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー

専門分野の概要
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応用化学 主な研究テーマ

　新しい物質・材料の開発は、環境・エネルギー問題の解決に寄与する
のみならず技術革新の基盤となる。パイ電子系分子の創製とデバイスへ
の応用および機能性高分子材料の創製と特性評価など有機・高分子機能
材料の開発と応用に関する研究を行う。

「有機系太陽電池の開発」
「次世代有機ＥＬ素子の開発」
「 外部刺激に応答する機能性分子の開発と応用」

環境科学 主な研究テーマ

　有害物質による環境汚染や地球温暖化など地球環境問題が深刻化して
おり、その解決は最重要課題の一つである。環境分析の基礎と応用およ
び環境汚染物質の無害化やリサイクルに関する研究を行う。

「光触媒を用いた有機汚染物質の分解」
「有害重金属の分離除去法及び高度分析法の開発」
「環境汚染物質のレーザ光化学」
｢雨水活用と水循環｣

材料科学 主な研究テーマ

　資源の有効利用は、持続型社会の構築のために不可欠である。天然高
分子、合成高分子および両者の複合化による環境適合性材料の開発と応
用に関する研究を行う。

｢植物由来機能物質を含む有機デバイスの開発｣
｢有機色素－有機シラン複合体の計算化学的研究」

応用生物学 主な研究テーマ

　人間生活と自然が調和した持続可能で豊かな社会の実現が求められて
いる。水圏生物の集団構造および環境指標生物の進化と保全に関する研
究を行う。

｢微生物バイオマス生産へのクロロフィル光毒性の応用｣
｢非生物学的環境下の作物の応答及び耐性機構の解明｣

生命科学 主な研究テーマ

　生命現象は、分子レベルで理解する必要がある。生体および関連物質
を分子レベル、遺伝子レベルで解析し、その構造と機能の解明に関する
研究を行う。

｢作物における環境応答機構の分子生物学的解明｣
｢盗葉緑体現象とオルガネラ進化の研究｣
｢クロロフィルの代謝メカニズムの解明｣
｢加工等による食品成分の変化や挙動の解明｣

生体工学 主な研究テーマ

　食の安全、健康、医療への人々の関心が高まっている。健康維持・増進、
医療用材料機器の開発などに関する研究を行う。

「食品の物性を形成するメカニズムの解明｣
｢食品に含まれる機能性成分の挙動｣

　環境生命化学コースでは、応用化学、環境科学、材料科学、応用生物学、生命科学、生体工学の各分野の教育
と研究を行い、資源・エネルギー・地球環境・食料問題など人類が直面している重要課題の解決や持続可能な循
環型社会の構築に向けて、グローバルな視点で貢献できる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能
な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  環境生命化学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  環境生命化学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   将来、高度な専門性と倫理観を必要とされる職業を担い、地域社会あるいは国際社会で活躍したいという

意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  環境生命化学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   環境生命化学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能

力を備えている人
　３.   環境生命化学分野の技術者・研究者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活

躍したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

環境生命化学コース
応用理工学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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　原子力技術応用工学コースでは、原子力工学、原子力発電工学、放射線応用工学の各分野の教育と研究を行い、
修得した原子力発電技術あるいは放射線応用技術をエネルギーの安定供給や各種産業の発展のためにグローバル
な視点で利活用できる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度専門技術
者・研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  原子力技術応用工学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  原子力技術応用工学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   将来、高度な専門性と倫理観を必要とされる職業を担い、地域社会あるいは国際社会で活躍したいという

意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.   原子力技術応用工学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのでき

る人
　２.   原子力技術応用工学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用で

きる能力を備えている人
　３.   原子力技術応用工学分野の技術者・研究者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際

的に活躍したいという意欲をもっている人

原子力工学 主な研究テーマ

　原子力は巨大技術であるが、その根幹をなすものは安全・安心に関す
る研究である。原子力の安全・安心に関する研究として原子力地域安全、
廃棄物処理研究および原子力プラント廃止措置技術等の開発を進める。

｢原子力安全に関する研究｣
｢放射線・放射能測定技術に関する研究｣
｢原子力プラント廃止措置技術開発｣
「廃棄物処理に関する研究」

原子力発電工学 主な研究テーマ

　原子力発電を安全に行い、国民に安全・安心を提供する技術の研究開
発を行う。具体的には高経年化およびその保全に関する研究、プラント
計装・診断・保守に関する研究等を進める。

「原子力発電所保全に関する研究」
「プラント計装・診断・保守システムの研究」
｢液体金属の原子力利用に関する研究｣
｢ 原子炉冷却水中におけるクラッドの除去・低減に関す
る研究｣

放射線応用工学 主な研究テーマ

　原子力を特徴づけるものに放射線があり、この放射線をいかに安全に
管理するかが原子力の安全に直結する。また、この放射線は、医学のみ
ならず、工学・農学などの幅広い分野で利用されている。この分野では、
加速器、放射線影響、放射線防護、放射線応用等の研究を行う。

｢加速器を用いたプラズマの研究｣
｢医療用などの放射線可視化技術の研究｣
｢放射性物質の分離、捕集技術に関する研究｣
｢放射線防護技術の研究｣
｢ 環境 ( 土壌・水 )中の放射性物質の浄化に関する研究｣
「耐放射線性材料の研究開発」

専門分野の概要

原子力技術応用工学コース
応用理工学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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土木計画学 主な研究テーマ

　都市論から全国総合開発計画や大都市圏整備計画、都市計画等といっ
た実際の計画手法、およびパブリックインボルブメント（PI）・住民参加、
合意形成（コンセンサス）に関する計画科学分野の基礎を修得するとと
もに、現行の国土利用計画法や都市計画法、景観法などの制度・事業の
理解を深め、その応用的な研究を行う。

｢ 地方都市における自動車依存の低減と回遊性向上に
関する研究｣

環境工学 主な研究テーマ

　水処理学、廃棄物処理学、地域・都市計画学などの基礎と応用に関す
る研究や、都市や地域の環境保全を含めた広義の都市デザイン学的研究
を行う。また、地球温暖化問題に対する環境工学的視野からの研究も行う。

「廃棄物の処理とリサイクル」
「身近なビオトープ再生手法」

地盤工学 主な研究テーマ

　土木構造物の基礎の安定、施工に関係の深い地盤工学、土質工学など
の基礎と応用に関する研究、地盤特性を考慮した土木構造物の地震被害
予測の研究を行う。

｢巨大地震時における土木構造物の動的挙動に関する研究」
「地盤増幅特性による構造物被害への影響評価」
「断層変位などの地盤変状を受ける抗基礎設計法の開発」

構造工学 主な研究テーマ

　土木構造物の構造解析法、ならびに地震時の挙動解析に関する研究、
構造物の劣化予測と最適補修設計計画に関する研究を行う。また、津波
と構造との関係を明らかにする複合分野の研究も行う。

｢最適意思決定法に関する研究｣
「橋梁構造物の最適設計および最適補修計画」
「構造物の非線形地震応答の開発」

防災工学 主な研究テーマ

　地震、津波、水害、土砂災害などの自然災害による被害を防止・軽減
するための方法論に関する研究を行う。また、安全なまちづくりのため
の防災計画、避難計画など、ハードとソフトの両面から研究を行う。

｢地震ハザード評価に関する研究｣
「都市防災や防災計画、避難計画に関する研究」
「ニューノーマル時代の水災害に関する研究」

　土木工学コースでは、土木計画学、水工学、環境工学、地盤工学、構造工学、防災工学の各分野の教育と研究
を行い、市民生活の安全安心を根底から支える社会のシステムおよび施設の計画・設計・構築・維持・管理に関して
国内外で活躍することのできる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度
専門技術者・研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  土木工学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  土木工学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識および技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  土木工学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   土木工学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能力を

備えている人
　３.   土木工学の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活躍したい

という意欲をもっている人

専門分野の概要

土木工学コース
社会システム学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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建築論・計画・設計 主な研究テーマ

　建築計画系の理論的分野で、建築計画学に関する研究、都市計画・地
域計画に関する研究、建築論・意匠論に関する研究を行う。

｢建築論の京都学派に関する研究｣
｢戦後福井の建築思潮史に関する研究｣
｢北陸地域の伝統的な建築意匠に関する研究｣
「建築作品の設計プロセスに関する研究」
「建築設計手法に関する研究」
「 現代の社会問題に対応する建築設計コンセプトの
 研究」

伝統木造建築 主な研究テーマ

　日本の伝統的木造建築の計画・構法・意匠・生産に関する歴史・意匠
の研究、日本建築の精神を継承した新たな木造建築の設計、および歴史
的な建築や社会環境の保存・再生に関わる研究などを行う。

「日本の歴史的建築に関する研究」
「 日本の町並み・歴史的景観の研究および保存・再生・
 活用に関する研究｣

建築構造工学 主な研究テーマ

　建築物の自然災害に関する研究、建築構造に関する研究、鉄筋コンク
リート構造に関わる諸技術と設計法に関する研究などを行う。

「建築物の耐震設計法の研究」
「鉄筋コンクリートの力学的挙動に関する研究」

建築環境・設備 主な研究テーマ

　建築環境工学・設備工学の分野で、特に太陽光発電やパッシブソーラー
などの自然エネルギー利用技術や給排水・衛生設備の最適設計手法に関
する研究などを行う。

「 カーボンニュートラルに向けた環境配慮手法に関
 する研究」
「 集合住宅における最適な給排水設備設計手法に関
 する研究」

　建築学コースでは、建築論・計画・設計、伝統木造建築、建築構造工学、建築環境・設備の各分野の教育と研
究を行い、建築と都市・地域社会の調和を図り、快適な都市・居住空間の実現に向けて国内外で貢献することので
きる豊かな学識と高い倫理観および社会の要請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・研究者を育成
する。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  建築学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  建築学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識および技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  建築学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   建築学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能力を備

えている人
　３.   建築学の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活躍したいと

いう意欲をもっている人

専門分野の概要

建築学コース
社会システム学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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生活創造科学 主な研究テーマ

　デザイン学の理論的・基礎的分野であり、デザイン論、デザイン史、
デザイン文化計画、デザイン教育などに関する研究と実践的なデザイン
活動を行う。

「近現代デザイナーの作品コンセプトの研究」
「環境問題のデザイン的解決に関する史的研究」
「 デザインの視点を生かした中山間地域の活性化計画」
「 初学者に対するグラフィックデザイン教育の手法に関
する研究」

生産 ･環境デザイン学 主な研究テーマ

　都市デザイン、住環境デザイン、インテリアデザイン、プロダクトデ
ザインなどの領域における基礎理論研究、および作家・作品研究や実践
的なデザイン手法の研究、それらを応用した制作活動を行う。

「 建築の外観デザインにおける諸要素の構成手法に関す
る研究」
「 人間の行為や心理的側面からみた空間デザインに関す
る研究」
「素材から発想するプロダクトの研究と提案」
「 既存ストックを活かした都市デザインに関する研究」

情報 ･伝達デザイン学 主な研究テーマ

　グラフィックデザイン、コミュニケーションデザイン、情報デザイン、
Webデザイン、映像デザインなどの領域における基礎理論研究、およ
び作家・作品研究や実践的なデザイン手法の研究、それらを応用した制
作活動を行う。

「メディアコンテンツにおける視覚情報伝達」
「 都市公共空間における景観情報と視覚認識に関する
研究」
「 各種印刷技術を応用したヴィジュアル表現手法に関す
る研究」
「 地域資源の映像化手法の研究」

　デザイン学コースでは、生活創造科学、生産・環境デザイン学、情報・伝達デザイン学の各分野の実践的な教
育および研究を行い、生活、技術、文化、芸術などに対する理解の上に、豊かな生活環境を生み出すための魅力
的な提案とその実現に貢献できる高度な専門性を備えた人材を育成する。そのため、本コースでは次のような人
を求めている。

《博士前期課程》
　１.  デザイン学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  デザイン学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  デザイン学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   デザイン学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能力

を備えている人
　３.   デザイン学分野の高度な専門性を身につけたスペシャリストとしての責任を自覚し、広い視野を備えた指

導的な立場で国際的に活躍したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

デザイン学コース
社会システム学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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経営学 主な研究テーマ

　急激に変化する環境の中で、企業が生き残るためのカギは、高度な
ICT を活用した企業内・外の情報に基づく経営戦略の立案である。「経営
学」分野では、情報利活用のための ICTスキルを培い、マーケティング、
企業会計、オペレーションズリサーチ（OR）などの手法を用いて、経
営戦略の立案、および企業やその利害関係者が抱える諸問題の解決策に
ついて研究する。

「POSデータに基づくマイクロマーケットの推定」
「 財務指標を用いた企業間比較分析」
「 仕事をすることの意味と企業の在り方についての研究」
｢ 企業・団体のソーシャルメディアマーケティング戦略
についての研究｣
「 AI 技術の進展に伴うマーケティングの変化と適応に
ついての研究」
｢ アンケート項目の再設計に関する研究｣

政策科学 主な研究テーマ

　複雑化し、不確実性の高い現代社会では、問題の本質を的確に捉え、
最適な状況を作り出すための政策を立案できる人材が必要とされてい
る。「政策科学」分野では、経済学、統計学などの手法を用いて、政策
がもたらす効果や地域社会における課題の解決法について研究する。

「 経済の発展と人口の変動に関する研究」
「 機能価値 LCA評価と ICP 接合による新たなサステ
ナビリティ経営管理手法の研究」
「 株式市場の価格調整に関する実証分析」
「 地方都市における公共交通体系と人口分布に関する
分析」
「 子どもや高齢者の健康体力維持増進のための方策と
効果に関する研究」

情報科学 主な研究テーマ

　情報化社会を迎え、情報は我々の社会を構成する最も重要な要素と
なっている。「情報科学」分野では、情報をメディア・ネットワーク・
人工知能・医療・教育など様々な視点から観察して普遍的原理の究明に
取り組むとともに、先端的応用技術の創出を図る。

｢ 知能メディア工学：AI に基づくマルチメディアの生
成と認識」
｢ 深層言語モデルを用いた言語情報分析とその応用に
関する研究｣
｢ 情報共有システム上の非言語文脈を利用した自然言
語処理の研究｣
｢ 初学者向けプログラミング教育のためのシステム開
発に関する研究｣
｢ I  oT通信の収容能力及び性能向上を目指したモバイル
ネットワークの研究｣
｢ 神経発達症の児童・生徒のインターネット利用｣

　経営情報学コースでは、経営学、政策科学、情報科学、並びにデータサイエンスの各分野の教育と研究を行い、
今日の高度情報社会においてグローバルな視点で活躍することのできる豊かな学識と高い倫理観および社会の要
請に対応可能な創造力を兼ね備えた高度専門技術者・研究者を育成する。そのため、本コースでは次のような人
を求めている。

《博士前期課程》
　１.  経営情報学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  経営情報学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  経営情報学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   経営情報学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用できる能力

を備えている人
　３.   経営情報学分野の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活躍

したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

経営情報学コース
社会システム学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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スポーツ科学 主な研究テーマ

　スポーツ科学の分野では、ヒトの身体の動きや能力、心理状態を客観
的に捉え、分析することが求められる。そのため、生体情報処理、バイ
オメカニクス、統計学を用いて研究する。また、これらの分析結果を活
用し、科学的な根拠に基づく指導を実践するため、コーチング学、トレー
ニング学に関連した研究を行う。

「 生体情報データを活用したアスリートのトレーニング
効果の検証に関する研究」
「 外的フィードバック情報の提示が運動パフォーマンス
の改善にもたらす影響の研究」
「 アスリートの個人の特性に応じたテーラーメイド型
コーチングモデルの構築」
「 効果的なストレング&コンディショニングの手段に
関する研究」
「 大学生アスリートにおける戦術理解度向上に有効な要
因の検討」
「女性アスリートの食行動異常に関する研究」

健康科学 主な研究テーマ

　健康科学の分野では、個人はもとより、社会全体の活動として、健康
の保持・増進、QOLの向上を推進することが求められる。そのため、心
身の状態を適切に測定・評価する研究を行う。また、健康づくりを戦略
的に進めるためのヘルスプロモーションに関連する研究を行う。

「 子どもの運動器機能不全の有無と体力・運動能力の優
劣の関係に関する研究」
「 子どもの成熟度を踏まえた運動能力の発達に関する
研究」
「 高齢者の健康体力維持増進のための方策と効果に関す
る研究」
「 地域在住高齢者における年齢、生活空間、運転習慣、
および体力・運動能力間の関連に関する研究」
「 スポーツ健康科学による地域と連携したヘルスプロ
モーション活動に関する研究」

　スポーツ健康科学コースでは、スポーツ科学、健康科学の各分野の教育と研究を行い、正しい倫理観と科学的
根拠に基づく健康づくり、競技力向上のための指導法やマネジメントシステムの構築に貢献できる人材を育成す
る。そのため、本コースでは次のような人を求めている。

《博士前期課程》
　１.  スポーツ健康科学コースの教育研究内容に興味をもって積極的に勉学・研究に励むことのできる人
　２.  スポーツ健康科学分野における課題の発見と解決に必要な基礎知識・技術を備えている人
　３.   高度な専門性が求められる職業を担うための能力と倫理観を身につけ、地域社会あるいは国際社会で活躍

したいという意欲をもっている人
《博士後期課程》
　１.  スポーツ健康科学コースの教育研究内容に高い関心をもち、主体的に勉学・研究に取り組むことのできる人
　２.   スポーツ健康科学分野の課題を自ら発見し、その解決に向けてこれまでに修得した知識と技術を応用でき

る能力を備えている人
　３.   スポーツ健康科学の研究者・技術者としての責任を自覚し、広い視野を備えた指導的な立場で国際的に活

躍したいという意欲をもっている人

専門分野の概要

スポーツ健康科学コース
社会システム学専攻（博士前期課程 /博士後期課程）

アドミッション・ポリシー
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入学試験要項
福井工業大学

私費外国人留学生選抜私費外国人留学生選抜

私費外国人留学生推薦選抜私費外国人留学生推薦選抜

）（

［お問い合わせ先］福井工業大学 入学センター 入試広報課

●東京から 北陸新幹線利用　約3時間
●名古屋から ＪＲ新幹線・特急利用　約2時間
●京都から ＪＲ新幹線・特急利用　約1時間半
●大阪から ＪＲ新幹線・特急利用　約2時間
●金沢から ＪＲ新幹線利用　約30分
●富山から ＪＲ新幹線利用　約1時間
●長野から ＪＲ新幹線利用　約2時間

福井工業大学は、公益財団法人日本高等
教育評価機構による大学機関別認証評価
を受け、「本評価機構が定める大学評価
基準に適合している」と認定されました。https://www.fukui-ut.ac.jp/

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い

北
陸
新
幹
線

足羽山

北陸新幹線

●ＪＲ北陸新幹線・ハピラインふくい  福井駅下車
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